
                                   平成 22 年 2月 16日 
平成 22 年度興譲館高校 
入学者選抜試験合格者・保護者の皆様 
                            興 譲 館 高 等 学 校 
                                                          校 長  小 谷 彰 吾 
          
 合格者説明会の御礼  と  手続き上の変更 及び 当日の質問に対する回答 
 
謹 啓 向春の候、ますます御健勝のこととお喜び申し上げます。去る２月 11 日（木） 
 
の合格者説明会では、降雨で足元の悪い中、御来校頂きまして誠にありがとうござい 
 
ました。深く感謝申し上げます。 

 
また、各ブースでの懇談では、多くの貴重なご意見ご質問を頂き、皆様方の声を参考に、 

 
入学までの準備がさらに細やかに行えるものと教職員一同喜んでおります。 

 
さて、会の中で説明致しました「就学支援金」に対する本校独自の措置について、右記 
 

の通り再度ご連絡申し上げますと共に、当日頂きました多くのご質問に対する回答を御参 
 
加くださいました皆様にお伝えさせていただきます。 

 
急遽施行される国の施策に対する本校独自の措置や今後の学校づくり、生徒の育成にお 
 

ける明確なビジョンをご理解下さいまして、３月２０日（土）入学予定者登校日にお会い 
 
できることを心よりお待ちしています。               

謹白 
 
 
 
 
 



  
記 

 

合格発表後～3 月 19 日 16 時までに納入して頂く、「教育振興協力費」60,000 円を 
平成 22 年度入学希望者に限り、30,000 円に減額する件 

 
［変更理由］平成 22 年度から国策として実施される「公立高校無償化」、「私立就

学支援金」によって、入学金に関して私立負担金の不公平感が顕著に

なる。そこで教育振興協力費に対して、本年度に限り、本校独自の措

置をとることで、特色ある学校づくりを推進し、地域に有用な人材を

輩出してきた私立高校として、地域の皆様に、より一層私学教育の重

要性を認識し、理解を深めて頂くため。 
 
   【方  法】専願合格者＝すでに人数が確定しているため、当初の予定通り 3 月 19

日 16 時までに、合格者手続きでご案内の通り教育振興

協力費 60,000 円を納入して頂き、3 月 20 日の入学予定

者登校日に、事務所にて 30,000 円返金する。 
（要印鑑、ｼｬﾁﾊﾀは不可） 

                
         併願合格者＝事務手続き上、早期の人数把握が必要となるため、入学を

決定した生徒については、2 月 26 日までに、教育振興協

力費 60,000 円を納入して頂き、3 月 20 日入学予定者登

校日に事務所にて 30,000 円返金する。 
（要印鑑、ｼｬﾁﾊﾀは不可） 

                
尚、3 月 1 日以降に入学を決定した場合については、当

初の予定通り教育振興協力費を 60,000 円とし、30,000
円の返金はしない。 



合格者説明会でいただいた質問 

 
【スクールバスについての質問】 
Q1 神辺駅から利用することはできませんか？ 

高屋から利用したいのですが、国道 313 号線は通らないのですか？ 

 
 
 
 

 
Q２ 希望する場所で乗降することができますか？ 

 
 
 
 
Q３ スクールバスを利用したいのですが、バス停まで自転車で行く場合、自転車置き場はどうすれば

よいですか？ 

 
 
 
 
Q４ スクールバスの値段はどのくらいですか？ 

 
 
 
 
 
【ベーシックコースに関する質問】 
Q1 入学後にベーシックコースからスーパー進学コースへ変更することは可能ですか？ 

 
 
 
 
 
Q２ ベーシックコースの進学・就職の状況はどのようになっていますか？ 

 
 
 
 

できるだけ多くの生徒に利用してもらいたいと考えており、府中ルートか東福山ル

ートのどちらかは国道 313 号線を通るように、また、神辺駅への停車も検討中です。 

3 月 20 日の入学予定者登校日にはお知らせします。 

バスのルート上であれば、ご希望に対応します。ただし、停車できるスペースが必

要ですので、希望の場所を事前に申し出てください。 

料金はエリアごとに設定しています。公共交通機関（路線バス・IR・JR）を同距離

に換算した場合の６～８割と割安となっています。詳細は HP、または同封の別紙を

ご覧ください。また、３月 20日入学予定者登校日には詳細を説明します。 

変更可能です。毎年、１～３名程度の生徒が希望し、２年次より転コースしていま

す。入学後に三者面談やコース主任との面談を行い、最終的には１月末～２月初め

の転コース試験（筆記・面接）に合格することが条件です。 

各自で最寄りの場所をあたってください。また、最寄りに最適な場所が見つからな

い場合は可能な範囲でご相談に応じますのでお申し出ください。 

ベーシックコースからは専門学校や短大、私立大学などに７～８割の生徒が進学し

ており、また、消防士や警察官など公務員試験に合格する生徒もいます。就職は地

元企業が中心ですが、今後は進学する生徒が増えることが予測されます。 



Q３ ベーシックコースの補習体制はどのようになっていますか？ 

 
 
 
 
 
 
【スーパー進学コースに関する質問】 
Q1 補習はどのくらいありますか？ 

 
 
 
 
 
 
 
Q2 塾に行く必要はありますか？ 

   
 
 
 
Q３ 勉強についていけないときや、分からないところがあった場合、苦手科目があるときにはどのよ

うにフォローしてもらえますか？ 

 
 
 
 
 
【部活動に関する質問】 
Q１ おとなしい生徒が活動できる部活動（文化部）を増やしてほしいのですが？ 

 

平日は週 3日（本年度は火～木曜日）補習を行っています。原則として 16時 30 分

まで補習、その後部活動を行い、19 時ごろにスクールバスの復路が発車する流れで

す。その他、夏休みなど長期休業中も国・数・英の補習を行っています。また、検

定の前には必要に応じて放課後や休日の時間を利用した補習も行います。 

基本的に放課後は約 2時間、土曜日は約６時間の補習を行っています。ただし、重

点部活動に入部している生徒は平日放課後、約１～２時間補習をします。その他は

顧問との相談の上実施しています。また、長期休業中の補習や勉強合宿・受験合宿

などもあります。学校行事や部活動にも積極的に取り組むことを目指しています。

そういう先輩や仲間がいつも一緒なので、辛いときも支えあいながら乗り越えるこ

とができると思います。 

原則としては補習で充分補えるので、個人の判断に任せています。自分の意思で通

塾している生徒もいます。 

少人数のクラス、補習体制なので個人差に応じて指導することができます。指導

にあたる教員は一人ひとりの理解度をしっかりと把握しており、個別での丁寧な

指導を心がけています。 

部活動 100％加入を目指しています。活動可能な人数が集まれば、生徒の要望を叶

えたいと思っています。2009 年度は「女子ソフトボール」と「軟式野球」がスター

トし、2010 年度は「水泳」もスタートする予定です。ぜひ、積極的に入部してくだ

さい。 




